
 

1 ＜裏面へ＞ 

CARCINOscreenⓇ 
化合物の短期発がん性スクリーニングシステム   

Whole Genomeの

遺伝子発現データ 

化合物の発がん性 

予測結果 

Rat Whole Genome Array Toxplus* を使用 

一度のアレイ実験で… 

低コスト・短期間・高精度に発がん性をスクリーニング 
 

変異発がん物質、非変異発がん物質の両方に適用 

＊Agilent社のRat Whole Genome ArrayにCERI独自に選定した発がん性予測遺伝子を追加搭載したカス

タムアレイです。同時に得られるWhole Genome (約3万遺伝子)のデータは、詳細なメカニズム解析(遺伝子の

機能やネットワーク解析など)にご利用いただけます。 
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用いる動物系統、投与期間、マイクロアレイの種類により 

以下の3つの商品からお選びいただけます。 

商品 動物系統 投与期間 マイクロアレイ 特徴 

① F344ラット 28日間 Toxplus* 網羅的遺伝子発現解析も可能 

② SDラット 28日間 Toxplus* 
網羅的遺伝子発現解析も可能 

毒性試験の汎用系統に適用 

③ 
F344ラット 

SDラット 
14日間 GeneChipⓇ 

より短期の動物試験に対応 

GeneChipデータに対応 
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安全性評価技術研究所 

化合物の投与 

CARCINOscreenTMの概要 

Rat Whole Genome Array 
Toxplus 

動物試験 発がん性予測結果 

発がん性あり 発がん性なし 

遺伝子発現解析 

肝臓 

Input Data 

適用範囲*(動物試験条件) 

発がん性スクリーニングシステムの特徴 

◆ 動物系統 ：Crlj:CD (SD)ラットもしくはF344ラット、♂ 

◆ 群構成 ：3匹以上/1群 

◆ 用量 ：溶媒対照+2用量以上 

◆ 投与経路 ：強制経口投与 

◆ 投与期間 ：14日間もしくは28日間 

Rat Genome 230 2.0 
Array  

予測結果を予測スコア値

として定量的に表示 

2大マイクロアレイに対応 

F344, SDラットに対応 

ラット肝臓 

マウス肝臓 

その他 

〔発がんの標的臓器〕 
発がん性あり 
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発がん性なし 

非変異 

発がん性物質 

変異 

非発がん性物質 

図 CARCINOscreenによる発がん性予測のスコア値. 

非変異(Ames陰性)発がん性物質も高精度に予測可能 

非変異 

非発がん性物質 

変異 

発がん性物質 

CARCINOscreenⓇ
 


